
- 25 - 
 

第５学年 国語科学習指導案 
対 象 児 童    ２８名 
授 業 者  葛 西   航   

 
１ 単元名 「立場を決めて討論をしよう『より良い考え方はどっち？』」 
 
２ 単元の目標 
 ・主張がより効果的になるよう、根拠を明確にしながら討論したり、振り返ったりしようと 

する。                           （関心・意欲・態度） 
 ・立論を考えて、自分たちの意見を支えるために必要な情報を収集し、図表やグラフを関連

付けた資料としてまとめることができる。               （書くこと） 
・資料を効果的に提示しながら、共通語を用い、場に応じた言葉遣いで討論することができ

る。                           （話すこと・聞くこと） 
・状況に応じて、意図をより明確に伝えるにはどうすればよいか助言し合ったり、より良い

主張にするために互いの意見を比べたり考えたりしながら計画的に討論して評価し合うこ

とができる。                       （話すこと・聞くこと） 
・話し言葉と書き言葉の違いを理解し、丁寧な言葉で話すことができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 
 
３ 指導にあたって 
   本教材では、討論会の進め方の手順と、それに伴う具体的な例が示されている。児童は、

学級会の時間に、司会者を中心に学級の問題や学校行事、生活目標に関することなどを話

し合っているが、あらかじめ賛成・反対・フロアという三つの立場に分かれて、全体の構

成を見通しながら討論をするということは初めての経験となる。論題の進め方や立論の立

て方、資料作り、質問や反対意見への対応策など、自分の主張について筋道立てて考え、

それを表現する力を身に付けさせたい。併せて、賛成・反対の立場で意見を戦わせ相手に

克つということではなく、自分とは異なる立場の意見や質問を受け入れることで自分の考

えが更に深まることや、フロアの中立的な立場で、主張の分かりやすさや話し方のよさを

客観的に評価できる力も付けさせたい。 
本単元では、討論の準備段階で、アンケートやインタビューなどを行い、それを図やグ

ラフ、動画などにして資料を作成し、討論会ではそれを電子黒板に提示しながら自分たち

の主張に説得力をもたせるようにする。児童は一学期、「学校を百倍すてきにする方法」

の単元で、イメージマップをグループで作成し、一人一人がスピーチの原稿作りの手がか

りとして役立てる経験をした。その際、テーマについて様々な意見を挙げ、意見を交流し

ながらイメージマップをつなげていくことはできていた。一方で、スピーチ原稿を作成す

る段階で、イメージマップに並んだたくさんの意見の中から自分の考えに合ったものを選

び役立てるということがうまくできていない児童が多く、課題として残った。今回の学習

を通して、児童に情報を「集める」だけでなく、その中から適切なものを「選ぶ」力をつ

けさせたい。 
本時では、討論会を行って、それぞれの主張を伝え合う。賛成側・反対側については、

討論会を正しく行えたか、自分の主張が相手やフロアに正しく伝わったかだけでなく、相
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手側の主張を聞くことで新しい発見をし、論題に対する自分の考えが深まったりするよう

意識付けしていきたい。また、フロアの担当をする児童についても、あらかじめ論題に対

する自分の考えをもち、中立的な立場で双方の主張に耳を傾けることで、討論会を通して

自分の考えがどう変わったり深まったりしたかを意識させながら討論会に参加させること

を重視したい。 
 
４ 研究主題との関連 
 
 
 
 

① 主体的・対話的な学びの場面設定の工夫 
★討論会の中で、主張に説得力をもたせ、分かりやすく伝えさせるために、各班で用意し

た資料を提示しながら説明させる。 
② 学びの自覚につなげるための工夫 
 ★振り返りの場面で、討論を通して自分の考えの「動いたところ」に着目できるように、

自分の立場をスケール表に示す。 
 

◎ＩＣＴ機器活用表 

項 目 ICT 活用チェック     ■該当あり □該当なし 

授業の場所 □普通教室  ■特別教室  □体育館  □その他（       ） 

授業形態 □講義形式  ■一斉学習  ■グループ学習  □個別学習 

活用場面 □導 入   ■展 開   □まとめ 

活用者 □指導者   ■児 童   □その他（       ） 

活用目的 

□資料の提示（指導者） ■資料の提示（学習者） □自分の考えをまとめる 
■グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 
□学習内容を調べる   ■自分の考えを表現する  □学習の振り返り 
□記録（写真・動画等） ■プレゼンテーション等の作成 

活用機器 ■電子黒板  ■指導者用タブレット端末（iPad） 
■児童用タブレット端末（iPad） □その他（       ） 

活用 
コンテンツ 

・ロイロノート 

活用の 
ポイント 

・班で作成した資料を提示しながら意見を発表する。     資料の提示 
・フロアの立場を思考ツール（ベン図）に表し、考えの動きを表示する。 

思考の視覚化 

 
 
 
 
 

自己を見つめ、共に学び合う子どもを育てるための授業づくりの研究 
～ICT の活用を通して～ 

ICT 活用 
 

ICT 活用 
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５ 指導計画（全９時間） 
時間 ね  ら  い 

１ 
次 

１ ・討論会の進め方を知ることで、討論会に関心をもつ。 
・関心のある事柄を挙げ、話し合いを通して論題を決める。 

２ ・討論会をするグループを決め、役割分担をする。 
・討論の見通しをもち、どんな資料を集めるかをグループごとに話し合う。 

３ ・論題に関する情報をグループで取材し、自分たちの立場に合った必要な情報

を整理する。 
４・５ ・調べた情報をもとに、グループで立論の内容を考え、提示する資料を作る。 

２

次 
６ ・グループ内でリハーサルを行い、質問や反対意見に対しての答えを考えてま

とめる。 
・質問や反対意見への対応や最終弁論を話し合う。 

７・８ 
(本時) 
９ 

・討論会を行う 
・内容を振り返り、成果と課題を話し合う。 

 
６ 本時の学習 

(１)  目標 
＜賛成・反対側＞ 
・資料を効果的に使いながら、自分の意見が相手に分かるように伝えたり、話し方を工夫した

りすることができる。                    （話すこと・聞くこと） 
＜フロア＞ 
・双方の主張の説得力を考えながら聞き、それぞれのグループのよさを見付けることができる。

（話すこと・聞くこと） 
＜全体＞ 
・進行表に沿って討論会を進め、その内容を評価することができる。  (関心・意欲・態度) 

(２)  展開 
段 

階 
学習活動  ○発問 ・予想される児童の発言 

◇指導上の留意点 ★提案事項 

 □評価(観点・方法) ◆支援 
 
 

導 
 
 
 

入 
 
 
５ 
分 

１ 前時までの活動を

振り返る。 

 〇前回の反省を生か

し、もっとよい討論

会にするにはどう

したらよいと思い

ますか。 

 

２ 本時のめあてを確

認する。 

 

○め E  

 

 
 
・資料の見てほしい部分を、しっ

かりと強調すればよい。 
・相手の意見をよく聞き、それに

答えるような意見を言えた方が

よい。 

◇前時の感想カードを紹介

しながら、「考えを深める」

→討論会を通して、相手の

考えを聞き、自分の考えの

「動いた所」を見付けられ

ることであることを確認

する。 

討論会を行い、考えを深めよう。 
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展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 討論会の進め方を

確認する。 

 
 
 
 
 
 
４ 討論会をはじめる。 
①はじめのことば 
②立論（各３分） 
・それぞれの立場で考え

を述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③質問タイム（８分） 
・逆の立場の意見に対し

質問をする。 
・質問に対して答える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
賛成側 
 ・どんな勉強をしたらよいか、

自分で考えて取り組むことが

できる。 
・ノートのまとめ方などの練習

にも役立つ。 
 
反対側 
 ・先生が普段の勉強の様子を見

て中身を決めてくれているの

で、復習にちょうどいいと思

う。 
 ・一人勉強は人によって中身に

違いがあるから、不公平だと

思う。 
  
反対側→賛成側 
＜資料をもとにした質問＞ 

一人一人の勉強の量が違ってい

ると、同じ宿題をやっているこ

とにはならないと考えるが、ど

う思いますか。 
→一人勉強を少ししかやらない人

は、得をしているのではなく損

をしていると思います。 
賛成側→反対側 
＜根拠を明らかにした質問＞ 
・中学校や高校に行くと、自分で

勉強することを決めて取り組ま

ないといけない。決められた宿

題をやっているだけでは、自分

で勉強する力はつかないと思う

◇「進行表」を掲示し、流れ

やルールを確認する。 
★フロア係は、論題について

自分がどの立場にいるか

を、事前にスケール表に表

しておく。 
 
 
 
 
◇事前に作成した双方の立

論カードを提示する。 
 
 
 
 
 
★各班の用意した資料を適

切なタイミングで提示し

ながら説明する。① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ICT 活用 
 

ICT 活用 
 

テーマ「宿題はプリントよりも一人勉強がよい」 
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展 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 
分 

 
 
 
 
 

フロアから 
 
 
 
 
 
④話し合いタイム 
（５分） 
 
 
 
 
 
 
 
⑤最終弁論（各３分） 
 賛成側 
 
 
 
 
 
 
 

反対側 
 
 
 
 
 
 
 

フロアからのお話 
（５分） 

 
 
 

が、どうですか。 
→まず、先生に決められた宿題を

きちんと出せるようになること

が必要だと考えます。 
 
・反対側へ 

プリントをやって時間が余った

時はどうすればよいと思うか。 
→～～という方法が考えられる。 
→最終弁論の中で答える。 
 
・一人勉強のよさは、自分で課題

を決めて勉強することだという

ことはしっかりと言おう。 
・ドリルやプリントもいいけど、

一人勉強のよいところも入れて

話そう。 
・中学校に行ってからのことまで

は考えていなかった。 
 
 
＜賛成側＞ 
・一人勉強のよさは、自分の責任

で頑張ること。 
・反対側から出された資料からは、

全員が自分の責任で一人勉強を

するというのは難しい。 
・だんだん一人勉強だけでできる

ようになればいい。 
＜反対側＞ 
・一人勉強だけだと、量や時間に

差があるので、ドリルやプリン

トが必要。 
・賛成側の意見を聞いて、将来の

ことも考え、残った時間で一人

勉強をするというのもいい。 
 
・～さんの言ったことが、自分の

考えていた理由と同じだと気付

きました。 
・賛成側の出した資料がとても分

かりやすかったです。 

 
 
 
 
 
◆質問にうまく答えられな

い場合は、その場での回答

を保留し、話し合って最終

弁論の中に答えを織り交

ぜるようにさせる。 
 
★話し合いタイムの際、フロ

ア担当は最初の自分の考

えを振り返り、ここまでの

討論を聞いて、自分の現在

の立場をスケール表で確

認する。 
 
 
 
 
◇最終弁論は、相手の意見を

ふまえながら述べるよう

にさせる。 
◇相手側の意見でも、よいと

思った点は認めるように

させる。 
 
 
★最終弁論を終えた時点で、

フロアの担当者それぞれ

の立場がどう動いたか、ス

ケール表の位置を移動さ

せる。 
 
 
 
◇フロアからの話は、討論会

に参加して自分の考えが

動いた点とその理由を中

心に発表させる。 
□討論会の手順やルールを

ICT 活用 
 

ICT 活用 
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⑥終わりのあいさつ 

・～側の意見がいいと思っていた

が、両方の意見の真ん中でいい

かも知れないと思った。 
 
 

理解し、場に応じた言葉づ

かいで討論に参加してい

る。（討論会の様子） 
【互いの考えを述べる、比較

する】 
 

 
 
ま

と

め 
 
 
 
 

10
分 

５ 討論会について振

り返りをする 
 

①考えの動いたとこ   
 ろ 

 ②良かったと思う友

だちの姿 
 
 
 
 
６ 次の見通しをもつ。 
 

・答えを用意していた質問にはす

ぐに答えられた。 
・フロアからの用意していない質

問に答えるのに苦労した。 
・自分の考えには自信がなかった

けれど、今日の討論会でしっか

り話せて、自分の考えが間違っ

ていないことが分かった。 
・討論会が終わっても、反対の立

場は変わらなかった。でも、賛

成側の意見もいいなと思った。 

□討論会を通して自分の考

えの深まりに気付き、感想

にまとめている。 
（感想カード） 

★感想カードに自分の考え

の「動いたところ」を書く

ことで、討論会を通して自

分の考えの深まりを実感

することができる。② 
【振り返って次へつなげる】 

 
７ 板書計画 

よ
り
良
い
考
え
は
ど
っ
ち
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

A

○めE 論
題 

  

立
論 

                       
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

討
論
会
を
行
い
、
考
え
を
深
め
よ
う
。 

討
論
会
進
行
表 

① 

は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
。 

② 

立
論 

③ 

質
問 賛

成→

反
対 

反
対→

賛
成 

フ
ロ
ア
か
ら 

④ 

作
戦
タ
イ
ム
。 

⑤ 

最
終
弁
論
。 

⑥ 

フ
ロ
ア
か
ら 

⑦ 

終
わ
り
の
あ
い
さ
つ 

⑧ 

振
り
返
り
を
す
る
。 


